
『ウリカラゲモイム』での発表に向けて、始動！！ 

 民族文化発表会『ウリカラゲモイム』とは、韓国･朝鮮の言葉で「私たちのリズムの集まり」

という意味です。八尾市内の小･中学校に通っている韓国･朝鮮、中国、ベトナムなどにルーツを

持つ子どもたちが、歌や踊り、楽器演奏を披露する集いで、八尾市でも大切にしてきた行事の一

つです。亀井小学校も毎年参加しており、今年のメンバーは、高学年 17名で構成されています。 

７日(月)から練習が始まりました。この日は初日ということもあり、担当する楽器を決めたり、

衣装を決めたりしました。次回からは、実際に楽器を鳴らしていきます。練習は次の通り。 

９月 14日(月)・28日(月)・10月５日(月)・26日(月)・11月９日(月)・11月 13日(金) 

 本番、11月 14日(土)プリズムホールでの発表を楽しみにしています。それまで頑張って！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警察の協力も得て不審者対応訓練 

 ８日(火)の放課後、教職員にて不審者対応訓練を行い 

ました。この日は八尾警察署の方々にもお越しいただき、 

ご指導いただきました。まずは「さすまた」の使い方を 

学びました。実際に扱ってみるとその難しさを痛感し、 

いざという時の動きだけでなく、日頃からの防犯体制や 

意識の重要性を再確認しました。次に、警察の方が不審 

者役になっていただき、実際に不審者侵入を想定した訓 

練を行いました。警察の方の迫真の演技もすごかったし、それを取 

り押さえる先生方も真剣そのもの。緊張感をもって取り組むことが 

できました。子どもたちが安心して学校生活を送れるよう、今後も 

教職員一同、危機管理能力の向上に努めてまいります。 

また、この夏休み、すべての教室のドアは中から鍵がかけられる 

よう修繕していただきました。お知りおきください。 
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